
中学校数学科における
具体的な問題解決を通した統計教育

お茶の水女子大学附属中学校 藤原 大樹

第2回 ＴＱＥ問題解決オンラインセミナー
「科学技術立国を支える問題解決オンラインセミナー －問題解決への統計教育とデータの活用－」
主催：日本品質管理学会TQE特別委員会 日時：2021年5月15日(土) 15:00－17:10



小：統計

中1：統計 ＋ 確率

中２：統計 ＋ 確率

中３：標本調査

高：推測統計等
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新しい中学校学習指導要領での数学科「Dデータの活用」の授業

棒グラフ，円グラフ，代表値，ヒストグラムなど

ヒストグラム，相対度数 統計的確率
累積度数など

四分位範囲・箱ひげ図 数学的確率

新CSのポイント
□ 知識・技能の習得
（方法知を含む）

□ 統計的問題解決
□ 批判的思考
□ 統計＋確率



中学校数学科における具体的な問題解決を通した統計教育

• ２年生「四分位範囲・箱ひげ図」

・必要性の意味の指導 （SGRAPA, statlook）

• １年生「相対度数，累積度数など」

・現実的な事象の探究の授業

・単元づくり （stathist）

• ３年生「標本調査」

・数学的な事象の探究へ

（SGRAPA, statlook）

メルボルン留学

標本平均の分布

小指ギャップ

中
学
校
三
年
間
で
の
学
び



中２「四分位範囲と箱ひげ図」

問題 高校生の大晴さんはオーストラリアのメルボ
ルンに留学することになり，洋服を準備しています。
学校の英語科の先生から｢現地はかなり暑いよ｣と聞
きました。どれくらい暑いのでしょうか？

オーストラリ
アンツアース
ペシャリスト
Webサイト

旅.Info
Webサイト







【問題】高校生の大晴さんはオーストラリアのメルボルンに留学することになり，洋
服を準備しています。学校の英語科の先生から｢現地はかなり暑いよ｣と聞きました。
どれくらい暑いのでしょうか？

3年松組28番(3班③) 名前 菊地明日風9/24(木) メルボルン留学

オーストラリア 東京

一年間の日最高気温の箱ひげ図（季節を対応させている）
✚は平均値を表している

生徒が
作成した
スライド
（PPT）



オーストラリアの真夏（1月，2月）と

東京の真夏（7月，8月）の日最高気温の分布

（2013年から2018年(6年間)）

オーストラリア 東京

生徒が
作成した
スライド
（PPT）



オーストラリアの1月，2月の
日最高気温の度数分布表

生徒が
作成した
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【結論】

東京に比べるとあまり暑くない

オーストラリアと日本の月ごとの平均気温を比べるとオース
トラリアの夏（12,1,2月）の平均気温は東京の夏（7,8,9月）
の平均気温よりも5℃程度低い。またオーストラリアの真夏
（1,2月）と東京の真夏（7,8月）の日最高気温のヒストグラ
ムを見るとグラフの山が東京が30~36℃のところにあるのに
対してオーストラリアは21~27℃のところにある。よって東
京のほうがオーストラリアよりも暑いから東京に住んでいる
大晴さんにとってはほとんどの日は「かなり暑い」とは感じ
ないと考えた。

しかし…オーストラリアの夏の箱ひげ図を見るとひげが長く
なっていてひげが12,1,2月で40℃を超えている。オーストラ
リアの1,2月の度数分布表をみると6年間で1,2月合わせて10回，
東京では超えることがない40℃を超えている。このことから
ほとんどの日は東京よりも過ごしやすいが年に2回程度40℃
を超える日，つまり「かなり暑い」と感じる日がある。

生徒が
作成した
スライド
（PPT）



【工夫点】

・「どれくらい暑いのか」ということをできるだけ客観的
に判断するために東京と比較した。

・箱ひげ図，ヒストグラム，度数分布表と様々な視点から
データを分析し説得力のあるものにできるようにした。

・結論には具体的な数字をできるだけ入れるようにした。

【感想】

最初にプリントで配られた日最高気温の平均気温だ
けで暑いのかを判断したときは東京よりも平均気温
が低いからという理由だけで暑くないと結論づけて
いたけれど新しく習った箱ひげ図を利用したりアプ
リを使って分析して説得力のある結論を導くことが
できたので良かった。

生徒が
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PPDACサイクルの各相で期待される生徒の問い

各相 問い(▽：進める問い △：戻す問い)
Problem
(問題)

▽：問題を統計的に解決するためには,どのように焦点化すればよい
か？
△：焦点化した問題は本当に統計的に解決できるか？

Plan
(計画)

▽：どのようなデータをどのように集めればよいか？
▽：集めようとしているデータをどのように表したり,そのデータから何
を求めたりすればよいか？
△：集めようとしているデータで本当に問題を解決できるか？

Data
(データ)

▽：データをどのように整理すればよいか？
△：集めたデータで本当に問題を解決できるか？
△：信頼できないデータは含まれてないか？

Analysis
(分析)

▽：集めたデータをどのように表せばよいか？
▽：集めたデータから何を求めればよいか？
△：分析により適切な表・グラフ・図や統計量はないか？

Conclusion
(結論)

▽：どんな結論が得られるか？
▽：結論の根拠として何を用いるとよいか？
▽：結論とその根拠をどのように説明すればよいか？
△：得られた結論とその根拠は妥当か？
△：よりよい結論を得るためにはどうすればよいか？



生徒の問い（▽△）と批判的思考

• 「進める問い」と「戻す問い」を連
動させながら,生徒は一連の批判
的思考を発揮していくものと考え
られる。

•特に「戻す問い」とは,過程を安直
に進めず,ときに躊躇しながら思
慮深く多面的に検討することを促
すものであり, 批判的思考の
特徴を色濃く表している。

お茶の水女子大学附属学校園連携
研究算数・数学部会（編著）（2018）

『「データの活用」の授業－小中高
の体系的指導で育てる統計的問題
解決力』，東洋館出版社，.



中1「データの分布と予測」

• 中１ 総合的な学習の時間「仮説検証」（算数を活用）
→ 中１ 数学科 単元「データの分布と予測」

• 問題のよりよい解決に向かって （課題を探究する）

教材 「小指ギャップ」





• 中１ 総合的な学習の時間「仮説検証」（算数を活用）
• データカード18枚で柱状グラフをつくる。

かけ離れた値



①既存の仮説を批判的に考察する。 「『１cm外側』理論は本当だろうか？」
②自らの仮説を批判的に考察する。 「どんな人がぶつけやすいのだろうか？」

小学校CS解説算数編p.67

総務省統計局HP



【問題】仮説「自分が思っているより約1cm外側を歩いている」は
正しいだろうか？ お茶中1年生の実験データから検証しよう！

【私の結論】

仮説は正しいといえる。なぜなら，ヒストグラムを見たとき，度数が最大の階級
は-0.５㎝から1㎝までの階級と1㎝から2.5㎝までの階級であり，仮説の約1㎝と一
致しているからである。この二つの階級の相対度数の合計は，0.536と過半数をこ
えていることからも，多くの人が1㎝外側を歩いているといえる。

また，平均値は約1.18㎝，中央値は1.2㎝とどちらも1㎝と近い値になっていること
も理由としてあげられる。

1年■組■番名前■■■■■

必要な情報を貼り付けましょう。
（枠や字の大きさは自由に変えて構いません。）

2/15(木)～小指ギャップ：仮説を検証しよう！

【予想】
正しいと思う。

1年 組 番名前
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スライド
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【工夫点】

• 1㎝に近くない値が1㎝と同じ階級にならないように階級幅
を小さくした。

• 表で相対度数を表したことにより，それぞれの階級の度数
が全体に対してどのくらいの割合なのかを考えることがで
きた。

• 今回，仮説でたてていた1㎝をヒストグラムのめもりにする
ことで，1㎝の周りにどのくらいの人が集まっているかを一
目でわかるようにできた。

【感想】

• このようにわずかな差によって，結論が変わる時はグラフ
の階級幅を小さくすることが必要だった。

• 最頻値が二つ発生してしまったため，仮説を考える時，最
頻値は使用しなかった。

評価・自己調整
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【問題】右足と左足では自分が歩いていると思っていると実際に
歩いている位置との差に違いはあるのだろうか？

【私の結論】

変わらないといえる。なぜなら，階級が-0.5から1の階級と1から2.5の階級の度数の合計は右足も左足も58人で相対度数は0.536であるからである。

（『1』周辺の階級を比べたのはほかの実験により，｛自分が思っているより1㎝外側を歩いている｝という仮説は正しいと検証したからである）

また，平均値や中央値を比べた時，

平均値は右足が約１，１３，左足が約１．２３と０．１㎝ほどしかかわらない。

また，中央値を比べた時も右足が１．２，左足が１．１㎝とこちらも０．１㎝ほどしか変わらない。

これらのことから，右足と左足ではあまりかわりがないという結論をだした。

1年 組 番名前

必要な情報を貼り付けましょう。
（枠や字の大きさは自由に変えて構いません。）

2/15(木)～小指ギャップ：My仮説を検証しよう！

【予想】
利き足の人が多
い右足の方がず
れが少ないと思
う

生徒が
作成した
スライド
（PPT）



【動機】

• 小指ギャップの様々なデータをみていたときに，ふと，右
足と左足のずれは利き足等の理由から差が出たりするのか
気になったため。平均値等を使って比べたいとおもったか
ら。

【工夫点・感想】

• グラフの一番山が大きかったところの相対度数を合計して
みたところ，過半数を超えていたのでそこに焦点を当てて
調べた。

• 全体の結果には，あまり関係しない，度数が少ない階級は
もしかしたら，傾向が見えてきたりするかもなので，その
ような階級ももっと活用して結論を出すべきだった。

• 授業で習った平均値や中央値も活用しながら結論をだすこ
とができた。

• 相対度数グラフを使うことで割合を比べることができた。

生徒が
作成した
スライド
（PPT）



お小遣いアップ大作戦



お小遣いアップ大作戦

Problem

Analysis

Plan

Data

Conclusion

探究のための
方法知の
獲得へ

方法知

評価・自己調整
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中1「データの分布と予測」

単元計画 （カリキュラム・デザイン）



問1（標本平均を求める），問2（標本平均の分布を比べる）

→授業者が「本当だろうか？」と発問・誘導

第１時

中３「標本調査」 T「何を使えば，母平均の近くに集
まっているかどうかを表せそう？」
S「箱ひげ図」
T「なぜそう思ったの？」
S「広い，狭いがすぐわかるから」
S「ヒストグラムも」



第２時

Googleクラスルームの
ストリームから

・Googleスプレッドシート

・Googleスライド

・統計ソフト
（２種類）

中３「標本調査」

シミュレーションが
できるシートを準備



1. 高校での

統計

【感想】 みんなでプレゼンを共有する事によって自分との違いに
ついてしれた。

生徒が作成したスライド
（Googleスライド）



• ２年生「四分位範囲・箱ひげ図」

・必要性の意味の指導 （SGRAPA, statlook）

• １年生「相対度数，累積度数など」

・現実的な事象の探究の授業

・単元づくり （stathist）

• ３年生「標本調査」

・数学的な事象の探究へ

（SGRAPA, statlook）

標本平均の分布

小指ギャップ
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メルボルン留学

中学校数学科における具体的な問題解決を通した統計教育中学校数学科における具体的な問題解決を通した統計教育
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